
 

 

 

 

 

 

夏休みは「文武両道」か「武文両道」か 

                                 校長 池 田 浩 司  

 

令和６年度の１学期も今日で終わります。私自身、生徒たちの姿を観ながら楽しく過ごした４

か月はあっという間でした。 

早速、中体連の全道大会が始まります。敗れたチームや選手の分まで頑張ってきてほしいと思

います。また、３年生矢野優奈さんが長崎へ「平和大使」として派遣されます。貴重な体験にな

りますね。 

さて、生徒諸君、最初の全校集会で確認した（３年生松本楓くんに答えてもらった）桔梗中の

重点教育目標「自分の考えをもち、適切に伝えることができる」をどのくらい達成できたでしょ

うか？夏休み中も「自分の考えをもつ」「適切に伝える」ことは継続して意識して過ごしてくだ

さいね。 

◆なぜ、文武両道というのか 

４月末の最初の部活動オリエンテーションの際に、生徒たちに「文武両道」という言葉の順番

に意味があるという話をしました。「文武両道」とは、簡単に言うと、勉強と部活動の両立に励

むということですが、なぜ「武文両道」と言わないのか。これは、言葉の順番に意味があり、

「文」つまり「勉強」が最優先、次に「武」部活動や習い事というように、優先順位があるのだ

ということです。 

３０日間の夏休みに入ります。生徒たちは各々夏休み中の目標や計画を考えたと思いますが、

夏休みは「苦手な教科の復習に力を入れる」のように「文」を優先しても、「部活動や習い事

で、自分の技術の向上を目指す」のように「武」を優先しても、両方ありです。３０日間は長い

ようですが、終わってみればあっという間です。生徒たちには「文武両道」の夏休みにするの

か、「武文両道」の夏休みにするのか、自分の中で優先順位を決めて、その達成に向けて、充実

した夏休みを過ごしてほしいと思います。 

最後になりますが、保護者、地域の皆様には、本校の教育活動に多大なご支援・ご協力をいた

だき、おかげで生徒たちには大きな事故等もなく、１学期を終えることができます。生徒たちに

とって想い出に残るすてきな夏休みとなるように、引き続き、見守り励ましていただけたらと思

います。１学期、本当にありがとうございました。そして、今後もよろしくお願いいたします。

【 重 点 教 育 目 標  】 

「自分の考えをもち、適切に 

  伝えることができる生徒の育成」 
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令 和 ６年  ７月 ２３日 (火 )  

明日からの夏休み期間中、ご相談等がありましたら、下記に電話でご連絡ください。 

なお、８月１３日（火）～１６日（金）の期間は学校閉庁日になります。緊急連絡等があ

る場合、下記の連絡先にご連絡ください。 

【夏休み中の連絡先】 

＜平日＞ 桔梗中学校 ４６－９９９０（８：００～１６：３０） 

【休日・学校閉庁日（8/1３～16）における緊急連絡先】 

＜函館市教育委員会 教育指導課＞ ２１－３５５７（８：４５～１７：３０） 

＜函館市役所 夜間休日受付＞   ２１－３００６（１７：３０～翌日８：４５） 


